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2. 色の変わる物質でうき出し絵を作る。

(1)上賃紙に閂分の好きなカットやマンガを書く。

・ カットやマンガを書くのに時間がかかる場合は

カット集からコピ ー したものを使用してもよ

し'o

・カットの大きさはパウチフィルム (10cm X 15cm)

の大きさよりも小さいもU)iこする。

(2)カットやマンガの絵で色0)変わる部分をどこに

するか考え、 色の変わる部分を空白にして、 そ

れ以外の部分を色えんびつでぬる。

(3)細珀で色の変わる物質を濃くぬり、 カットやマ

ンガの絵を仕上げる。

(4)絵をはさみて切り取る。

(5)パウチフィルム！こできだ絵をはさむ。

・ パウチフィ｝しムがつながっている部分をはがさ

ないようにする。

• 色の変わる物質がよくかわいてから、 パウチフ

イルムにはさむ。

バウチフィルム

(6漬空パックをしてでぎあがり。

4 。 資 料

□色り変わる物質について

• この実験で使用したサ ー モテー プは比較的低温

で変化し、 実験操作が容易なテトラヨー ド水銀

(II)酸銀(Ag, HgI,)である。 この物質は5 0,8℃

を境にして、結晶の構造が変化することによっ

て、 色が変わる。 低温ては偵色、 高渥では赤橙

色になる。

。 こ0)他にヨー 化水銀 (Hgし）やテトラヨ ー ド水

銀(II) 酸銅 (Cu2Hgl2)なとも色り変わる物質

として知られている。 ヨウ化水銀は市販品とし

てそのまま使巨できる。 また、 テトラヨ ー ド水

鋲(II)酸銅のつくり方はこの実験で最後に使

用した硝酸銀の代わりに2 gり聞酸洞(II)五

水和物の水溶液（水15cc) と3 gリ）亜硫酸ナト

リウムの水溶液（水bee) となりrrえる。 なお、

温）皇によって結晶の色の文化の椋了は、 次の表

のとおりである。
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